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古紙配合率 １００％再生紙を使用しています。

　狛江市第２次基本構想は、平成２年６月に策定した市のま
ちづくりの理念を定めたものです。市の目指す将来都市像を
「水と緑の住宅都市」として、次の３つの柱で構成しています。
�水と緑に恵まれた美しいまちなみの都市
�地域社会に根ざしたふれあいのある都市
�豊かで活気にあふれる都市
　そして、この実現のために次の４つの「施策の大綱」を定
めています。
第１　美しいまちなみの都市を目指した基盤づくり
第２　安全で健康な都市を目指した生活環境づくり
第３　ふれあいのある都市を目指した福祉・文化の地域づくり
第４　活気あふれる都市を目指した産業の振興
　この基本構想で示されたまちづくりを計画的に実現するた
めに、具体的にどのような取り組みを進めていくのかを体系
化し、目標を明らかにしたものが基本計画です。

　平成１５年７月に総勢６１人の市民で構成する「狛江市基本
計画策定市民会議」を設置しました。市民会議は部門別に５
つの分科会に分かれ、おおむね月１回の会議を重ねてきました。
　同様に市職員で構成する「狛江市基本計画策定庁内委員
会」も５つの分科会に分かれ、検討を重ねてきました。
　また、「子どもフォーラム」や「青少年アンケート」を実施し、
子どもたちの意見も反映できるように取り組みました。
　学識経験者と市民会議の各分科会長と市職員からなる「狛
江市基本計画策定委員会」は、これらの最終的なまとめ役と
して議論してきました。

　第４次基本計画は、広く市民の意見が反映されたものとす

るため、市民参加の手法を積極的に取り入れ策定に取り組ん

でいます。その最終調整組織である「狛江市基本計画策定委

員会」から「狛江市第４次基本計画中間報告」が８月５日に

市長に提出されました。

〔問い合わせ〕企画調整課

■将来推計人口
人口は平成２２年までは増加を続けると推計されます。年
齢区分別では、１４歳以下の年少人口は１２年まで減少を続け
ていましたが、今後は横ばいとなると推計されます。６５歳
以上の老年人口は今後も増加を続けると推計されます。
■時代の潮流

「人口減少と少子高齢社会」「国際化と地域社会」「環境重
視型社会の実現と自然との共生」「高度情報化と情報リテラ
シー」「個性・創造力への期待、スローライフの時代」「安全シー」「個性・創造力への期待、スローライフの時代」「安全
で安心できる社会」「参加と協働の時代」の７つのテーマにで安心できる社会」「参加と協働の時代」の７つのテーマに
整理してとらえました。整理してとらえました。
■■市市民民意意識識調調査査

平成１５年８月に実施した市民意識調査は、２０歳以上の市　平成１５年８月に実施した市民意識調査は、２０歳以上の市
民２,５００人を無作為に抽出し、１,０２９人から回答をいただきま民２,５００人を無作為に抽出し、１,０２９人から回答をいただきま
した。調査結果の報告書は図書館等でご覧いただけます。した。調査結果の報告書は図書館等でご覧いただけます。
■■その他その他

都市基盤、生活環境、産業等の既存データを活用しました。　都市基盤、生活環境、産業等の既存データを活用しました。

　中学生以上２０歳未満を対象に、１００人にアンケート調査を
実施しました。一番よく利用されている施設は「市民総合体
育館や市民グランドなどの体育施設」で２８人、次に「中央
図書館や西河原公民館」が１０人でした。どのような施設が
あれば利用するかとの問いには、「インターネットカフェな
どパソコン関係の施設」が３５人と最も多く、将来の狛江の
理想イメージは「自然」や「緑」が多いまち（１４件）、「明
るい」「楽しい」まち（１１件）などとなりました。

「第４次基本計画中間報告」（全文）に対するパブリックコ
メント（計画等の策定途中で市民の皆さんからの意見を受けけ
るる方方法法））を実実施施ししまますす。。
中間報告全文は企画調整課、各地域センターで配布するほ　中間報告全文は企画調整課、各地域センターで配布するほ

か、市ホームページでもご覧いただけます。か、市ホームページでもご覧いただけます。
ご意見等がありましたら、住所・氏名・電話番号を記入の　ご意見等がありましたら、住所・氏名・電話番号を記入の
うえ、９月２１日うえ、９月２１日��までに郵便、までに郵便、��（３４３０）６８７０、電子メー（３４３０）６８７０、電子メー
ル（dai4@city.komae.lg.jp）で提出ください。書式は自由で、ル（dai4@city.komae.lg.jp）で提出ください。書式は自由で、
市内在住・在学・市内在住・在学・在勤在勤者であれば、どなたでも応募できます。者であれば、どなたでも応募できます。
なお、電話や窓口での口頭なお、電話や窓口での口頭等等による応対は、受け付けかねまによる応対は、受け付けかねま
すので了承ください。すので了承ください。

　本年１月から２月にかけて、小学校６年生の授業の一環と
して実施しました。児童たち自ら市の様子を調べて意見をま
とめ、発表することで、子どもの視点からユニークながらも
鋭い提案がたくさん出されました。
そこで、発表された提案を分野ごとにまとめたものを中間

報告に資料として載せることとなりました。
■子どもフォーラムからの意見（一部抜粋）

▽狛江駅に急行を停めてほしい。
▽狛江市は都内で一番小さな市なので、交通事故が一番少な
い市になってほしい。
▽ポイ捨てをした人や人に迷惑をかけた人から罰金をとっ
て、公園をきれいにするために少しずつ貯めてください。
▽多摩川の自然等がいろいろわかる博物館を造ってほしい。
▽お年寄りが安全に暮らせるようバリアフリーの場所を増
やしてほしい。
▽市民プールを屋内や温水にしてほしい。
▽子どもからお年寄りまでが楽しめるアスレチックと運動
場がほしい。
▽財政難なので、コンビニやホームセンター、スーパーマー
ケットなどを増やして、市が経営し、もうけたお金でいろい
ろな施設を造ってほしい。
▽狛江市の名物を作って売ってほしい。
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広報こまえ　平成１６年（２００４年）９月１日　�

そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
機
能
と
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
整
備
の
検
討
を
し
て

い
き
ま
す
。

�
土
地
利
用
の
規
制
・
誘
導

　

良
好
な
住
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

土
地
区
画
整
理
事
業
や
地
区
計
画
の

策
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
発

意
や
地
域
の
特
性
を
い
か
し
た
土
地

利
用
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
豊
か

な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
実
現
す
る
た
め

公
共
用
地
の
確
保
に
努
め
る
と
同
時

に
、
利
用
度
が
低
い
、
ま
た
は
使
わ

れ
て
い
な
い
公
共
用
地
の
活
用
方
法

を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
適
切
な
土
地
利
用
が
実

現
で
き
る
よ
う
誘
導
す
る
と
と
も
に
、

違
反
建
築
へ
の
対
応
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

�
美
し
い
都
市
景
観
づ
く
り

　

地
区
計
画
な
ど
を
活
用
し
、
地
域

の
景
観
を
先
導
す
る
景
観
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
良
好
な
景
観
形

成
を
図
る
た
め
、
そ
の
指
針
と
な
る

計
画
な
ど
の
策
定
を
検
討
し
ま
す
。

第
１
節　

安
全
で
安
心
な
生
活
環
境

づ
く
り

　

市
民
生
活
の
安
全
と
安
心
を
確
保

す
る
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

を
い
か
し
都
市
型
災
害
に
対
す
る

「
防
災
体
制
」、市
民
意
識
調
査
の
結

果
に
裏
付
け
ら
れ
た
市
民
の
最
大
関

心
事
で
あ
る
「
防
犯
体
制
」、交
通
安

全
都
市
宣
言
を
実
効
あ
る
も
の
と
す

る
「
交
通
安
全
対
策
」
を
こ
の
節
で

扱
い
ま
す
。

�
災
害
に
強
い
ま
ち

　

災
害
対
策
の
各
種
施
策
は
、
地
域

防
災
計
画
で
定
め
て
い
ま
す
。
社
会

情
勢
等
の
変
化
を
踏
ま
え
、
国
や
都

な
ど
の
防
災
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
つ
つ
、
懸
念
さ
れ
て
い
る
首
都
直

下
型
大
規
模
地
震
を
想
定
し
、
必
要

な
災
害
対
策
の
基
本
を
見
直
し
ま
す
。

ま
た
、
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

�
犯
罪
に
強
い
ま
ち

　

警
察
や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
市
民
の
防
犯
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
犯
罪
の
未

然
防
止
に
努
め
、
防
犯
施
設
の
整
備

も
含
め
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
を

進
め
ま
す
。

�
交
通
安
全
対
策
の
充
実

　

交
通
安
全
運
動
の
取
り
組
み
と
と

も
に
、
違
法
駐
車
等
の
取
り
締
ま
り

の
強
化
を
要
請
し
、
交
通
マ
ナ
ー
の

醸
成
に
努
め
ま
す
。

第
２
節　

環
境
に
や
さ
し
い
社
会
づ

く
り

　

市
民
・
事
業
者
・
市
が
そ
れ
ぞ
れ

の
責
務
の
も
と
、
人
と
環
境
と
の
共

生
を
重
視
し
た
環
境
保
全
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
「
環
境
保
全
の
推
進
」、

ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

す
る
「
循
環
型
社
会
の
形
成
」
を
こ

の
節
で
扱
い
ま
す
。

�
環
境
保
全
の
推
進

　

環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、市
民
・

事
業
者
・
市
が
一
体
と
な
っ
た
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。
学
校
や
地
域
で
の
環
境
教

育
を
は
じ
め
、
地
球
温
暖
化
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
化
な
ど
新
た
な
地
球

環
境
の
課
題
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

�
循
環
型
社
会
の
形
成

　

さ
ら
な
る
ご
み
の
資
源
化
、
再
利

用
化
を
目
指
し
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
の
円
滑
化
・
安
定
化
を
図
る

と
と
も
に
、
ご
み
問
題
や
環
境
問
題

に
対
す
る
市
民
活
動
拠
点
の
場
の
整

備
を
検
討
し
ま
す
。
清
潔
で
美
し
い

ま
ち
を
守
る
た
め
ポ
イ
捨
て
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
運
動
等
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

第
３
節　

水
と
緑
の
環
境
づ
く
り

　

狛
江
ら
し
さ
の
水
辺
環
境
を
維
持

継
承
す
る
た
め
の
「
水
辺
環
境
の
整

備
と
水
の
循
環
」、市
街
地
の
公
園
整

備
を
は
じ
め
都
市
緑
化
に
関
し
て
取

り
組
む
「
都
市
緑
化
の
推
進
」
を
こ

の
節
で
扱
い
ま
す
。

�
水
辺
環
境
の
整
備
と
水
の
循
環

　

川
に
親
し
み
、
川
に
住
む
生
物
と

ふ
れ
あ
い
、
遊
び
学
ぶ
施
設
と
し
て

「
水
辺
の
楽
校
」
事
業
を
推
進
し
、

市
に
残
さ
れ
た
水
と
緑
の
オ
ア
シ
ス

と
し
て
多
摩
川
や
野
川
の
総
合
的
な

保
全
と
利
用
を
図
り
ま
す
。
上
水
に

つ
い
て
は
、
東
京
都
の
「
多
摩
地
区

水
道
経
営
プ
ラ
ン　

」
に
基
づ
き
、

２１

都
へ
の
円
滑
な
業
務
移
行
を
行
い
ま

す
。
下
水
に
つ
い
て
は
、
野
川
の
清

ら
か
な
水
環
境
を
創
出
す
る
た
め
、

合
流
式
下
水
道
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

�
都
市
緑
化
の
推
進

　

狛
江
市
緑
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

樹
木
、
樹
林
、
生
け
垣
等
の
緑
化
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
公
園
の
計

画
づ
く
り
、
管
理
・
運
営
へ
の
市
民

の
参
加
に
よ
る
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。
和
泉
多
摩
川
緑
地
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
都
立
公
園
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
に
要
請
し
て
い
き
ま

す
。
旧
水
路
敷
の
活
用
と
併
せ
て
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
な
ど
の
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

第
１
節　

健
康
な
生
活
環
境
づ
く
り

　

健
康
で
い
き
い
き
し
た
生
活
を
お

く
る
た
め
に
は
、
日
常
の
自
己
管
理

が
大
切
で
す
が
、
個
人
を
支
え
る
地

域
社
会
の
環
境
も
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
の
「
健
康
づ
く
り
」
や
「
地
域

医
療
環
境
」
を
こ
の
節
で
扱
い
ま
す
。

�
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
れ
る
よ

う
に
、
健
康
診
査
の
受
診
枠
の
拡
充

や
運
動
処
方
の
提
供
に
努
め
、
健
康

意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
社
会
全
体
で
健
康
づ
く
り
を
実

践
で
き
る
よ
う
に
、
推
進
体
制
の
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

�
地
域
医
療
環
境
の
整
備

　

個
人
の
日
常
の
状
態
を
熟
知
し
た
、

か
か
り
つ
け
医
の
普
及
啓
発
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
必
要
な
と
き
に
適
切

な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
休

日
・
夜
間
診
療
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

第
２
節　

豊
か
な
福
祉
環
境
づ
く
り

　

誰
も
が
、
い
つ
で
も
必
要
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
、
安
定
し
た

生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
た
「
地
域
福
祉
環
境
」

を
こ
の
節
で
扱
い
ま
す
。

�
地
域
福
祉
の
基
盤
整
備
と
推
進

　

一
人
ひ
と
り
の
実
情
に
応
じ
た
相

談
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
横

断
的
な
視
点
か
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

総
合
的
に
支
援
す
る
体
制
の
確
立
に

努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
が
お
互

い
に
助
け
あ
い
、
支
え
あ
う
地
域
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
道
路
、

公
共
的
な
建
物
等
が
、
す
べ
て
の
人

に
と
っ
て
利
用
可
能
で
あ
る
よ
う
に

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
環
境
の
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

�
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
定
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
住
宅
に
関
す
る
支
援

や
、
就
労
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

生
活
保
護
の
適
正
実
施
な
ど
経
済
的

困
難
者
へ
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

第
３
節　

誰
も
が
安
心
し
て
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
福
祉
の
展
開

　

誰
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
、
障
害

者
、
児
童
に
対
す
る
福
祉
を
推
進
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。「
少
子
高
齢

化
」
や
新
た
な
「
支
援
費
制
度
」、

「
児
童
虐
待
」
へ
の
対
応
を
こ
の
節

で
扱
い
ま
す
。

�
活
力
あ
る
高
齢
社
会
の
形
成

　

高
齢
者
が
い
き
が
い
を
も
っ
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
い
き
が
い
の
増
進

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
介
護
が
必
要

な
い
状
態
を
維
持
で
き
る
よ
う
介
護

予
防
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
介
護

保
険
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
し

て
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
取
り

組
み
ま
す
。さ
ら
に
、
総
合
的
に
高
齢

者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

�
障
害
者
（
児
）
の
自
立
と
社
会
参

加
の
促
進

　

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
お
互

い
に
理
解
が
も
て
る
よ
う
に
、
統
合

保
育
の
推
進
や
交
流
の
場
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
質
の
良
い
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
費

制
度
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

�
子
育
て
支
援
と
子
ど
も
の
健
全
育

成
の
充
実

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
、
親

た
ち
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら

れ
る
よ
う
に
、
児
童
の
健
全
育
成
の

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て
相
談
体

制
の
強
化
や
児
童
虐
待
防
止
な
ど
子

育
て
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

第
１
節　

住
宅
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い

快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
づ
く
り

　

市
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
道
路
に
つ
い
て
、
役
割

と
機
能
に
応
じ
た
整
備
計
画
を
立
て
、

必
要
性
、
緊
急
性
な
ど
の
視
点
か
ら
、

優
先
順
位
を
付
け
た
「
道
路
整
備
」

と
、
そ
の
道
路
を
利
用
し
て
い
る
歩

行
者
、
自
転
車
、
自
動
車
な
ど
が
安

全
、
安
心
、
便
利
に
通
行
で
き
る
よ

う
な
「
交
通
環
境
」
の
整
備
を
こ
の

節
で
扱
い
ま
す
。

�
市
街
地
の
道
路
基
盤
づ
く
り

　

骨
格
と
な
る
３
路
線
は
、
平
成　
２１

年
度
ま
で
に
、
着
手
ま
た
は
完
成
し

ま
す
。
市
内
幹
線
道
路
や
生
活
幹
線

道
路
は
、
現
在
着
手
し
て
い
る
路
線

の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
路
線
に
つ
い
て
も
必
要
性
、
緊
急

性
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
整
備
計
画
の

具
体
化
、
進
め
方
の
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
市
内
幹
線
道
路
の

整
備
に
あ
わ
せ
て
、
電
柱
の
地
中
化

で
き
る
箇
所
を
選
別
し
て
い
き
ま
す
。

�
便
利
な
交
通
環
境
づ
く
り

　

歩
行
者
や
自
転
車
が
安
心
し
て
通

行
で
き
る
よ
う
に
、
総
合
的
な
交
通

体
系
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。
特
に

危
険
な
エ
リ
ア
な
ど
に
は
、
歩
行
者

と
自
動
車
の
共
生
や
自
動
車
の
流
入

を
抑
え
る
方
法
を
検
討
し
ま
す
。
同

時
に
、
生
活
道
路
に
つ
い
て
４
�
以

上
の
幅
員
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
ま

す
。
ま
た
、
交
通
不
便
地
域
の
解
消

に
向
け
た
手
法
を
検
討
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
路
上
駐
車
や
放
置
自
転
車

の
取
り
締
ま
り
や
事
業
者
へ
の
駐
車

場
設
置
の
要
請
、
新
た
な
駐
輪
場
の

確
保
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
２
節　

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
と

美
し
い
ま
ち
な
み
の
実
現

　

よ
り
高
度
な
商
業
機
能
、
交
通
機

能
を
持
た
せ
る
よ
う
な
計
画
の
策
定
、

整
備
手
法
を
検
討
し
、
市
の
一
層
の

発
展
を
目
指
す
「
拠
点
形
成
」
や
、

多
く
の
緑
に
恵
ま
れ
た
環
境
や
資
源

を
存
分
に
い
か
し
た
「
都
市
景
観
」

と
、
そ
の
緑
を
守
り
つ
つ
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
や
需
要
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
、
適
切
な
「
土
地
利
用
」
を
こ

の
節
で
扱
い
ま
す
。

�
特
徴
あ
る
拠
点
地
区
の
形
成

　

都
市
拠
点
で
あ
る
狛
江
駅
周
辺
に

つ
い
て
、
北
口
は
４
・
５
番
地
区
の

地
区
計
画
と
通
称
三
角
地
の
将
来
計

画
の
具
体
化
に
努
め
ま
す
。
南
口
は

ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
修
整
備
、
歩
道
の

拡
幅
、
周
辺
の
一
体
的
な
整
備
手
法

を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
喜
多
見
駅
、

和
泉
多
摩
川
駅
周
辺
地
区
や
都
市
計

画
道
路
沿
い
の
地
区
に
つ
い
て
は
、

　

こ
の
中
間
報
告
は
、
分
野
ご
と
に
５
つ
の
章
立
て
と
し
、
さ
ら
に
章
の
下

に
節
、
そ
し
て
、
項
・
包
括
的
事
業
・
施
策
の
方
向
と
分
類
し
て
ま
と
め
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
特
に
「
項
」
の
部
分
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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第
１
節　

市
民
の
学
習
環
境
づ
く
り

　

教
育
は
、
家
庭
や
学
校
、
社
会
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
通
じ
て
生

涯
に
わ
た
っ
て
身
に
付
け
て
い
く
べ

き
課
題
と
し
て
総
合
的
に
と
ら
え
、

そ
の
充
実
や
支
援
の
た
め
の
取
り
組

み
な
ど
の
「
学
習
環
境
」
を
こ
の
節

で
扱
い
ま
す
。

�
学
校
教
育
環
境
の
充
実

　

学
校
教
育
を
活
性
化
し
、
魅
力
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
や
障
害
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
な
ど
が
学
び
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
と
の
密

接
な
連
携
を
図
る
た
め
、
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

学
校
の
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
総
合

的
な
教
育
資
源
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
整
備
を
進
め
ま
す
。
地
域
の
学

校
と
し
て
十
分
な
教
育
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
か
評
価
活
動
を
実
施
し
、

学
校
運
営
の
充
実
・
改
善
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

�
生
涯
学
習
と
時
代
に
即
し
た
社
会

教
育
等
の
展
開

　

生
涯
学
習
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
当
面
の
課
題
と
し
て
、

各
人
の
生
涯
学
習
を
充
実
さ
せ
る
た

め
の
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
社
会
教
育
団
体
に
対
す
る
支
援

と
情
報
発
信
・
提
供
や
各
種
施
設
開

放
の
推
進
・
拡
充
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
本
と
親
し
む
環
境
醸
成
や
情
報

提
供
機
関
と
し
て
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
子
ど
も
フ

リ
ー
プ
レ
イ
事
業
を
拡
充
す
る
と
と

も
に
、
青
少
年
を
対
象
と
し
た
活
動

場
所
の
確
保
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

�
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
振
興

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拡
充
だ
け

で
な
く
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

学
校
部
活
動
へ
の
支
援
等
の
対
応
や

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育

成
の
た
め
に
、
関
係
機
関
へ
の
働
き

か
け
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
活
用
の
検
討
と
と
も

に
、
学
校
施
設
の
多
目
的
活
用
の
た

め
複
合
化
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

川
口
町
民
と
狛
江
市
民
と
の
交
流

を
深
め
る
体
制
づ
く
り
の
推
進
と
、

市
民
交
流
が
進
ん
で
い
る
小
菅
村
に

つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
交
流
の
視
点

か
ら
支
援
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

�
青
少
年
の
健
全
育
成

　

行
政
と
市
民
が
共
に
考
え
な
が
ら
、

幅
広
い
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、

青
少
年
健
全
育
成
活
動
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
情
報
提
供
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
そ
の
役
割
を

担
え
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

第
２
節　

ふ
れ
あ
い
の
文
化
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
環
境
づ
く
り

　

文
化
・
芸
術
活
動
と
身
近
に
ふ
れ

あ
え
る
よ
う
な
環
境
醸
成
や
古
民
家

園
の
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
、
文
化

財
を
市
民
の
共
有
財
産
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
な
ど「
ふ
れ
あ
い
の
文
化
」

の
醸
成
と
防
災
や
防
犯
、
福
祉
の
面

か
ら
も
、
地
域
の
組
織
化
や
市
域
全

体
の
有
機
的
な
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
」
を
支
援
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
の
節
で
扱
い
ま
す
。

�
市
民
文
化
の
醸
成

　

幅
広
い
世
代
に
向
け
た
文
化
・
芸

術
活
動
の
情
報
発
信
や
市
民
の
施
設

利
用
促
進
な
ど
に
努
め
ま
す
。
市
内

の
歴
史
・
文
化
遺
産
の
拠
点
づ
く
り

を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
古
民
家
園

に
つ
い
て
は
、
長
屋
門
等
屋
敷
構
え

の
整
備
が
で
き
る
よ
う
、
財
政
事
情

を
考
慮
し
つ
つ
検
討
し
ま
す
。

�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
協
働
型

ま
ち
づ
く
り

　

町
内
会
や
自
治
会
等
の
組
織
化
や
、

既
存
組
織
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の

支
援
や
、
行
政
お
よ
び
組
織
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
市
民
活
動
情
報
誌
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
既
存
の
公
的
施
設

の
拡
充
や
再
使
用
に
よ
り
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

第
３
節　

互
い
に
知
り
認
め
あ
う
環

境
づ
く
り

　
「
外
国
籍
市
民
に
対
す
る
取
り
組

み
や
国
際
交
流
」、「
平
和
と
人
権
」の

相
互
の
関
係
に
着
目
し
た
意
識
醸
成
、

国
や
都
の
情
報
化
施
策
に
あ
わ
せ
た

「
情
報
環
境
の
整
備
」
、「
男
女
平
等

参
画
社
会
の
実
現
」
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
こ
の
節
で
扱
い
ま
す
。

�
国
際
化
時
代
の
環
境
づ
く
り

　

外
国
籍
市
民
が
不
自
由
な
く
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
相
談
業
務
や
生
活
情

報
等
の
提
供
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
ま

た
、
国
際
交
流
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

�
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
た
平
和
な

ま
ち
づ
く
り

　

平
和
宣
言
都
市
と
し
て
の
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
人
権
意
識

の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

�
情
報
化
社
会
へ
の
環
境
づ
く
り

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の
向
上

や
物
理
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
高
め

る
こ
と
を
重
要
視
し
、「　

時
間
３
６

２４

５
日
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
」
の
実
現
に
向
け
て
情

報
格
差
等
の
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う

に
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

�
男
女
共
同
参
画
の
社
会
づ
く
り

　

男
女
共
同
参
画
に
向
け
て
、
広
く

市
民
に
意
識
の
醸
成
を
図
る
た
め
、

情
報
の
提
供
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

市
民
意
識
調
査
に
お
い
て
、
ニ
ー
ズ

が
高
い
「
保
育
、
介
護
等
福
祉
施
策

の
充
実
」
や
「
就
労
機
会
の
拡
大
」

に
つ
い
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

第
１
節　

地
域
産
業
の
振
興

　

地
域
産
業
は
ま
ち
に
豊
か
さ
と
活

力
を
与
え
、
そ
の
振
興
は
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
経
済
界
全
体
の
低
迷
の

な
か
で
、
時
代
変
化
に
あ
わ
せ
た
即

効
性
の
あ
る
振
興
策
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
内
の
「
商
業
」、「
工
業
」、

「
農
業
」
の
振
興
を
こ
の
節
で
扱
い

ま
す
。

�
商
工
業
の
振
興

　

景
気
の
低
迷
が
続
く
な
か
、
小
規

模
が
多
い
市
の
商
工
業
の
経
営
基
盤

強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
行
政
面
積
を
い
か
し
て
、
地

域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
形
態
の
研

究
や
、
新
規
事
業
参
入
者
の
支
援
な

ど
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
魅
力
的

で
特
徴
の
あ
る
商
店
街
づ
く
り
や
、

異
業
種
間
の
企
業
交
流
を
促
進
し
、

都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
工
業
振
興
に
取

り
組
み
ま
す
。

�
都
市
農
業
の
振
興

　

都
市
農
業
は
市
民
に
新
鮮
な
農
産

物
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
水
や

緑
の
環
境
保
全
や
防
災
機
能
な
ど
の

側
面
も
あ
り
ま
す
。

　

農
産
物
の
安
定
し
た
供
給
と
安
全

性
の
確
保
、
そ
し
て
消
費
者
へ
の
Ｐ

Ｒ
や
市
内
農
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
生

産
緑
地
を
中
心
に
農
地
保
全
対
策
を

検
討
し
、
計
画
的
保
全
と
維
持
管
理

を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
庭
先
販
売
な
ど
の
直
販

所
施
設
の
充
実
や
、
市
民
に
都
市
農

業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

に
、
農
家
と
の
交
流
や
市
民
農
園
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

第
２
節　

市
民
生
活
の
充
実

　

経
済
波
及
効
果
が
高
く
地
域
産
業

の
振
興
に
も
つ
な
が
る
「
観
光
・
イ

ベ
ン
ト
」
や
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食

品
、
不
当
請
求
な
ど
消
費
者
を
取
り

巻
く
新
た
な
問
題
が
あ
る
「
消
費
生

活
」
を
こ
の
節
で
扱
い
ま
す
。

�
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
の
振
興

　

市
内
の
自
然
や
歴
史
資
源
を
い
か

し
た
観
光
の
創
出
や
、
映
画
や
ド
ラ

マ
へ
の
撮
影
協
力
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
が
よ
り
参

加
し
や
す
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
検

討
を
行
う
と
と
も
に
、
す
で
に
実
施

し
て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

�
消
費
生
活
の
充
実

　

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

消
費
生
活
相
談
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
適

切
な
処
理
を
図
る
た
め
、
都
や
関
係

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。
特

に
最
近
で
は
ト
ラ
ブ
ル
の
多
い
、
悪

徳
業
者
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
広

報
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
情
報
提
供

し
ま
す
。

■
第
１
分
科
会（
土
地
利
用
・
景
観
整

備
・
公
共
交
通
・
道
路
）

・
モ
デ
ル
地
区
を
作
り
一
部
自
転
車

専
用
レ
ー
ン
を
設
け
る
等
し
、
自
転

車
と
歩
行
者
の
す
み
分
け
を
す
る
。

・
低
層
住
宅
地
に
大
規
模
開
発
が
行

わ
れ
る
際
に
、
地
区
計
画
や
建
築
協

定
を
併
せ
て
実
施
す
る
。

・
住
宅
整
備
拡
大
に
よ
る
自
然
環
境

の
喪
失
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
集
中
地

区
と
自
然
保
護
地
区
の
す
み
分
け
を

明
確
に
す
る
。

・
学
校
の
跡
地
の
利
用
、
処
分
に
つ

い
て
、
早
急
に
市
民
参
加
や
議
会
承

認
手
続
き
の
検
討
を
進
め
る
。

・
景
観
条
例
を
策
定
し
、
高
層
建
築

を
地
域
限
定
す
る
。
ま
た
、
建
物
や

看
板
の
色
を
規
制
す
る
。

■
第
２
分
科
会（
防
災
・
安
全
・
衛
生
・

環
境
保
全
）

・
避
難
所
へ
の
誘
導
力
を
高
め
る
た

め
、
夜
光
性
の
標
識
設
置
の
検
討
を

行
う
。

・
災
害
時
の
食
料
、
日
常
品
の
供
給

に
関
し
、
コ
ン
ビ
ニ
等
と
の
協
定
締

結
を
進
め
る
。

・
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
抑
制
の

た
め
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
屋
上
緑

化
を
推
進
す
る
。

・
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
の
活
用
に
よ
る

市
庁
舎
等
の
省
エ
ネ
化
計
画
を
策
定

す
る
。

・
水
辺
環
境
の
利
用
の
便
を
図
る
場

所
と
人
を
遠
ざ
け
て
自
然
の
回
復
を

図
る
場
所
を
区
分
け
す
る
。

■
第
３
分
科
会（
安
心
・
健
康
・
福
祉
・

子
育
て
）

・
高
齢
者
が
安
心
し
て
運
動
で
き
る

よ
う
に
専
門
家
を
配
置
す
る
。

・
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
小
集
団
で

の
暮
ら
し
の
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な

ど
、
障
害
者
住
宅
を
確
保
す
る
。

・
市
役
所
に
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や

地
元
企
業
の
求
人
ニ
ー
ズ
の
発
掘
な

ど
を
行
う
、
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
。

・
支
援
費
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

つ
い
て
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
き
る
担

当
者
（
専
門
員
）
を
配
置
す
る
。

・
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
児
童
図
書

を
再
活
用
す
る
な
ど
、
子
ど
も
向
け

図
書
を
充
実
す
る
。

■
第
４
分
科
会（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
教

育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
）

・
不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、

学
校
復
帰
だ
け
で
な
く
、
本
人
た
ち

が
望
む
場
所
で
教
育
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
柔

軟
な
支
援
を
行
う
よ
う
に
す
る
。

・
学
校
選
択
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

・
自
校
方
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
中
学

校
給
食
早
期
実
現
に
向
け
努
力
す
る
。

・
博
物
館
の
持
つ
郷
土
資
料
の
展
示

機
能
は
古
民
家
園
の
充
実
に
ゆ
だ
ね
、

新
し
い
拠
点
、
い
き
た
博
物
館
と
し

て
活
用
す
る
。

・
情
報
提
供
を
充
実
さ
せ
、
外
国
籍

市
民
に
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

■
第
５
分
科
会
（
地
域
活
性
化
・
産

業
振
興
・
都
市
農
業
）

・
狛
江
駅
前
交
番
横
の
通
称
三
角
地

に
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供

す
る
情
報
発
信
基
地
を
設
置
す
る
。

・
個
性
の
あ
る
店
づ
く
り
・
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
開
発
に
取
り
組
む
。

・
市
内
に
花
を
増
や
す
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

・
フ
イ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
参

加
を
検
討
す
る
。

・
多
摩
川
か
ら
古
民
家
園
ま
で
の
散

策
コ
ー
ス
の
設
置
な
ど
新
名
所
づ
く

り
に
取
り
組
む
。
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保
健
師
と
栄
養
士
が
、
健
康
や
食

事
な
ど
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
を
受

け
ま
す
。

　

な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
等
の
結
果
票

が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
持
参
く
だ
さ
い
。

〔
相
談
日
〕
９
月
９
日
�
午
前
９
時

　

分
か
ら　

時　

分
ま
で

３０

１１

３０

〔
場
所
〕
市
役
所
２
階
フ
ロ
ア
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

〔
技
能
功
労
者
表
彰
基
準
の
概
要
〕

�
技
能
経
験
年
数　

年
以
上
で
満　

３０

６０

歳
以
上
の
方
�
市
内
に
引
き
続
き
５

年
以
上
居
住
し
住
民
登
録
を
し
て
い

る
方
�
主
と
し
て
市
内
で
仕
事
を
し

て
い
る
方
�
他
の
技
能
者
の
模
範
と

認
め
ら
れ
る
方
�
各
職
種
別
に
表
彰

人
数
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

〔
農
業
功
労
者
表
彰
基
準
の
概
要
〕

�
農
業
経
験
年
数　

年
以
上
で
満　

３０

６０

歳
以
上
の
方
�
他
の
農
業
従
事
者
の

模
範
と
認
め
ら
れ
る
方

〔
推
薦
方
法
〕
技
能
功
労
者
の
場
合

は
、
勤
務
す
る
事
業
所
も
し
く
は
所

属
す
る
団
体
の
代
表
者
な
ど
が
、
農

業
功
労
者
の
場
合
は
、
所
属
す
る
農

協
支
部
の
代
表
者
な
ど
が
推
薦
人
と

な
っ
て
、
推
薦
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
提
出
く
だ
さ
い
。

〔
推
薦
期
限
〕
９
月　

日
�

１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課

　

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
（
以

下
自
賠
責
）
は
、
年
間
１
０
０
万
人

を
超
え
る
交
通
事
故
の
被
害
者
の
方

に
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
賠
責
は
被
害
者
救
済
の
制
度
で

す
が
、
自
分
や
家
族
の
将
来
そ
し
て

財
産
を
守
る
た
め
に
も
必
ず
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

　

特
に
車
検
制
度
が
な
い
ミ
ニ
バ
イ

ク
は
自
賠
責
の
加
入
・
継
続
を
忘
れ

が
ち
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

　

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
上
期
分
（
４
月
か
ら
９
月
ま
で
）

で
す
。

〔
補
助
金
額
〕
児
童
１
人
に
つ
き
、

月
額
６
�
０
０
０
円
ま
で

〔
受
付
期
間
〕
９
月　

日
�
ま
で

１３

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

■
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

〔
場
所
〕
福
祉
総
合
相
談
窓
口
・
あ

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

※
集
計
金
額
は
各
支
部
へ
振
り
込
み

ま
す
。

■
郵
便
振
替
口
座
も
利
用
で
き
ま
す

〔
受
付
期
間
〕　

月　

日
�
ま
で

１０

２９

〔
口
座
番
号
〕
０
１
６
９
０
―
８
―

１
８
０
８
（
手
数
料
無
料
）

〔
口
座
名
義
〕
日
本
赤
十
字
社
徳
島

県
支
部

※
振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
「
徳
島
台

風　

号
義
援
金
」
と
明
記
く
だ
さ
い
。

１０
〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

第
２
木
曜
日
は
国
保
加
入

者
の
た
め
の
健
康
相
談

　

証
明
書
交
付
の
手
数
料
は
、
交
付

を
受
け
な
い
人
と
の
公
平
を
図
る
た

め
に
、
負
担
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
社
会
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え

検
討
し
た
結
果
、　

月
１
日
�
か
ら
、

１０

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
証
明
書
交
付

手
数
料
を
別
表
の
と
お
り
改
定
し
ま

す
。

　

今
回
の
改
定
に
よ
る
市
の
歳
入
の

増
加
分
は
、
こ
れ
ら
の
証
明
書
な
ど

の
交
付
に
必
要
な
費
用
に
充
当
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
前
回
の
改
定
は
、
住
民
票

の
写
し
な
ど
の
証
明
書
が
平
成
６
年

４
月
、
税
関
係
証
明
書
が
昭
和　

年
５１

４
月
で
し
た
。　

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

　

条
例
に
よ
り
撤
去
お
よ
び
保
管
さ

れ
た
自
転
車
等
を
引
き
取
る
に
は
手

数
料
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

手
数
料
の
額
は
平
成　

年　

月
か

１１

１０

ら
規
則
で
暫
定
金
額
に
定
め
て
施
行

し
て
い
ま
す
が
、
５
年
を
経
過
し
て

額
の
見
直
し
を
し
た
結
果
、　

月
１

１０

日
�
か
ら
、
放
置
自
転
車
等
の
返
還

手
数
料
を
別
表
の
と
お
り
改
定
し
ま

す
。

〔
返
還
日
〕
火
・
木
・
土
・
日
曜
日

〔
返
還
時
間
〕
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

４
時
ま
で

※
駅
周
辺
は
自
転
車
等
の
放
置
禁
止

区
域
で
す
。
有
料
駐
輪
場
ま
た
は
無

料
自
転
車
置
場
を
利
用
し
、
駐
輪
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
管
理
課

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保

険
（
強
制
保
険
）
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 ■住民票の写しなど証明書交付手数料

改　定現　行名　称種　類

３００円２００円住民票の写し

住民票関係 ３００円１５０円記載事項証明

３００円２００円戸籍の附票

１００円無料印鑑登録証
印鑑登録関係

３００円２００円印鑑登録証明書

３００円１５０円身分証明書

各種証明書 ３００円１５０円外国人登録に関する証明

３００円１５０円その他の証明

３００円２００円税関係証明

 ■放置自転車等の返還手数料

改　　定現　　行自転車等の区分

１台につき５,０００円１台につき３,０００円原動機付自転車

１台につき３,０００円１台につき２,０００円自転車

技
能
・
農
業
功
労
者
を
推
薦

く
だ
さ
い

私
立
心
身
障
害
児
訓
練
施

設
通
所
児
童
補
助
金
受
け

付
け

「
徳
島
県
台
風　

号
関
連
被

１０

害
義
援
金
」
受
付
中

　

市
議
会
の
決
議
を
受
け
て
設
置
さ

れ
た
狛
江
市
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
検
証
会
議
か
ら
、

７
月　

日
�
、
市
長
に
答
申
が
あ
り

３０

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
市
の
住
基
ネ
ッ
ト
の

運
用
に
お
け
る
個
人
情
報
の
あ
り
方

と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
�
と

�
の
観
点
か
ら
検
証
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

■
答
申
の
概
要

�
本
人
確
認
情
報
の
安
全
確
保

　

住
民
基
本
台
帳
法
上
の
氏
名
、
性

別
、
生
年
月
日
な
ど
の
個
人
の
属
性

情
報
に
法
的
保
護
の
必
要
性
は
明
白

で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
点
を
具
体
的

に
検
討
し
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確

保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

�
住
基
ネ
ッ
ト
の
管
理
運
用

　

住
基
ネ
ッ
ト
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

面
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
他
の
自
治
体
と
同
程
度
の
内
容
で

条
例
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
が
、
管
理
運
用
面
で
は
改
善
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
課
題
が
存
在
し

て
い
る
。

▽
提
言

　

技
術
水
準
が
常
に
変
化
・
向
上
し

て
い
る
こ
と
や
、
市
の
住
基
ネ
ッ
ト

に
関
す
る
管
理
運
用
状
況
の
課
題
を

考
慮
す
る
と
、
費
用
対
効
果
の
観
点

を
も
踏
ま
え
て
、
定
期
的
・
継
続
的

に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
必
要
な
レ
ベ
ル

ま
で
向
上
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
。

※
全
文
と
一
部
の
資
料
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
検
証
会
議
か
ら
答
申

が
あ
り
ま
し
た

　

高
齢
者
が
生
き
が
い
や
存
在
感
を

感
じ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
快
適
に

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

市
民
文
化
の
振
興
や
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

今
月
は
、
長
い
間
社
会
に
尽
く
し

て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
感

謝
と
敬
意
を
表
し
、
長
寿
を
お
祝
い

し
て
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
大
会

〔
日
時
〕
９
月
５
日
�
午
前　

時
・

１０

午
後
零
時　

分
・
３
時　

分

４５

３０

〔
対
象
〕
満　

歳
以
上
の
方
（
９
月

７５

　

日
現
在
）

１５〔
内
容
〕
式
典
・
演
芸

　

な
お
、
出
席
す
る
方
は
郵
送
し
た

招
待
状
（
は
が
き
）
を
持
参
く
だ
さ

い
。

■
敬
老
入
浴
券
の
配
付

　

公
衆
浴
場
組
合
の
ご
好
意
に
よ
り
、

満　

歳
以
上
の
市
民
の
方
が
、
９
月

６５

　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
の
間
、
１

１０

１２

人
１
回
に
限
り
市
内
公
衆
浴
場
を
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

入
浴
券
は
１
日
�
か
ら　

日
�
ま

１０

で
、
次
の
施
設
で
そ
れ
ぞ
れ
開
館
時

間
中
に
配
付
し
ま
す
。

〔
配
付
場
所
〕
▽
高
齢
福
祉
課
▽
社

会
福
祉
協
議
会
▽
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
こ
ま
え
苑
▽
地
域
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え
正
吉
苑
▽
野

川
・
上
和
泉
・
岩
戸
・
南
部
地
域
セ

ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

住
民
票
の
写
し
な
ど

証
明
書
交
付
手
数
料

放
置
自
転
車
等
の
返
還
手
数
料
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長
寿
を
祝
い
「
高
齢
者
福
祉
大

会
」
を
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
す



　

児
童
手
当
は
制
度
改
正
さ
れ
、
小

学
校
第
３
学
年
修
了
前
ま
で
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
認
定
と
な

る
申
請
（
対
象
児
童
は
小
学
校
１
〜

３
年
生
）
の
特
例
期
間
は
９
月　

日
３０

�
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
児
童
手
当
に
は
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

　

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
昨
年
７

月
、
用
途
地
域
等
の
見
直
し
原
案
を

東
京
都
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
は
６
月　

日
、
市
の
原
案

２４

ど
お
り
用
途
地
域
等
の
変
更
を
決
定

し
、
告
示
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
市
は
高
度
地
区
、
防
火
地

域
お
よ
び
準
防
火
地
域
の
変
更
も
告

示
し
ま
し
た
。

　

変
更
後
の
都
市
計
画
図
を
市
民
課

で
販
売
し
て
い
ま
す
（
１
部
５
２
０

円
）。

　

ま
た
、
変
更
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

　

警
察
は
、
皆
さ
ん
の
困
り
ご
と
や

犯
罪
等
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
の
事
件
・
事
故
以
外
の
相
談

は
、
警
察
相
談
専
用
電
話
�
♯
９
１

１
０
（
警
視
庁
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

直
通
）
を
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
調
布
警
察
署
�
０

４
２
４
（　

）
０
１
１
０

８８

〔
日
時
〕９
月

８
日
�
午
後
１

時　

分
か
ら

３０
〔
会
場
〕
あ
い

と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕９
月　

日
�
午
後
１
時　

１８

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

〔
日
時
〕９
月　

日
�
午
後
６
時　

１６

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕５
０
１
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

〔
日
時
〕９
月
２
日
�
午
後
８
時
か

ら〔
会
場
〕５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

〔
日
時
〕９
月　

日
�
午
前　

時
か

１６

１０

ら〔
会
場
〕３
階
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
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市
長
コ
ラ
ム　
８８

　

保
険
料
を
あ
ら
か
じ
め
６
カ
月

分
ま
と
め
て
納
め
る
と
、
保
険
料

が
割
り
引
き
に
な
り
お
得
で
す

（
割
引
額
６
５
０
円
）。

　

平
成　

年
度
・
下
期
（　

〜
３

１６

１０

月
分
）
の
前
納
制
度
は
、
平
成　
１６

年　

月　

日
納
付
ま
で
で
す
。

１０

３１

　

ま
た
、
口
座
振
替
で
も
前
納
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
振
り
替
え

手
続
き
に
は
日
数
を
要
し
ま
す
の

で
余
裕
を
も
っ
て
手
続
き
く
だ
さ

い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険

事
務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１

０
１
１

■
む
い
か
ら
子
ど
も
会　

▽「
ガ

リ
ガ
リ
ぶ
ん
ぶ
ん
」
を
作
っ
て
遊

ぼ
う
〔
日
時
〕　

日
�
午
後
２
時

１１

〜
４
時
〔
指
導
〕
笠
原
芳
昭
さ
ん

ほ
か
〔
定
員
〕　

人
〔
対
象
〕
小

１０

学
校
４
年
生
以
上
（
２
・
３
年
生

は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
）〔
持
ち

物
〕
帽
子
着
用
〔
内
容
〕
小
枝
と

竹
の
プ
ロ
ペ
ラ
で
作
り
ま
す
。
小

刀
を
使
用
し
ま
す
▽「
浮
け
！
沈

め
！
の
お
も
ち
ゃ
」
浮
沈
子
を
作

ろ
う
〔
日
時
〕　

日
�
午
後
２
時

１８

〜
４
時
〔
指
導
〕
嶺
川
正
勝
さ
ん

〔
定
員
〕　

人
〔
対
象
〕
小
学
校

１５

２
年
生
以
上
〔
内
容
〕
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
中
に
あ
る
水
中
の
浮
き
子

が
自
然
に
浮
い
た
り
沈
ん
だ
り
し

ま
す
。

■「
大
笑
い
腹
話
術
だ
よ
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
」　
〔
日
時
〕　

日
�
午
前

１２

　

時　

分
〜　

時　

分
〔
出
演
〕

１０

３０

１１

３０

狛
江
腹
話
術
愛
好
会

■
小
物
細
工
シ
リ
ー
ズ　
「
舟
形

コ
ー
ス
タ
ー
」〔
日
時
〕　

日
�
午

１４

前　

時
〜
正
午
〔
指
導
〕
菅
原
し

１０
つ
枝
さ
ん
〔
定
員
〕　

人
〔
持
ち

１０

物
〕
縫
い
針
（
木
綿
地
）・
待
ち
針

（
３
・
４
本
）・
は
さ
み
〔
参
加
費
〕

１
５
０
円
〔
内
容
〕
布
地
で
折
り

紙
の
よ
う
な
舟
形
コ
ー
ス
タ
ー
を

作
り
ま
す
。

■「
お
月
見
団
子
を
食
べ
よ
う
」　

〔
日
時
〕　

日
�
午
後
５
時　

分

２６

３０

ご
ろ
か
ら
、

先
着　

人
５０

（
な
く
な
り

次
第
終
了
）

〔
参
加
費
〕
１
０
０
円
〔
協
力
〕

曽
根
嘉
七
さ
ん
ほ
か

■「
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
」　
〔
日

時
〕　

日
�
午
後
６
時　

分
〜
７

２６

３０

時　

分
、
先
着　

人
〔
演
奏
〕
平

３０

５０

倉
信
行
さ
ん
（
ギ
タ
ー
）、清
野
由

紀
子
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）〔
演
奏
曲

目
〕
月
の
光
、
イ
ラ
ヨ
イ
月
夜
浜
、

赤
と
ん
ぼ
ほ
か
〔
持
ち
物
〕
履
き

物
入
れ

※
定
員
の
あ
る
行
事
は
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
む

い
か
ら
民
家
園
�
（
３
４
８
９
）

８
９
８
１
（
水
・
木
曜
日
は
休
園
、

た
だ
し
、　

日
�
は
開
園
、　

日

２３

２４

�
は
休
園
）へ
。

�

�

�

�

�

�

�

児
童
手
当
の
申
請
は
お
済

み
で
す
か

�
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

用
途
地
域
等
の
見
直
し
が

決
定
し
ま
し
た

９
月　

日
は
警
察
相
談
の

１１

日

�
第
５
回
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
市
民
協
議
会

�
狛
江
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

�
狛
江
市
青
少
年
委
員
の
会
議

�
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会

�

�

�

�

��������������������

��������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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▽
五
本
松
楽
校
の
ア
レ
チ
ウ
リ
手

摘
み
教
室　
〔
日
時
〕　

日
�
午
前

１２

　

時
〜
正
午
、
多
摩
川
五
本
松
水

１０辺
の
楽
校
。
草
地
を
歩
け
る
服
装

（
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
）
で
、
あ
れ

ば
鎌
持
参
。
青
空

お
弁
当
会
あ
り

（
雨
天
中
止
）。

▽
狛
江
楽
校
の
ア
レ
チ
ウ
リ
手
摘

み
教
室　
〔
日
時
〕　

日
�
午
前　

２６

１０

時
〜
正
午
、
ク
ル
ミ
村
集
合
。
草

地
を
歩
け
る
服
装
（
長
袖
・
長
ズ

ボ
ン
）
で
、
あ
れ
ば
鎌
持
参
。
青

空
お
弁
当
会
あ
り
（
雨
天
中
止
）。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
竹
本
�
（
５
７

６
１
）
２
８
４
４

追納額（月額）免除期間

１６,０８０円平成６年度

１６,０８０円平成７年度

１６,０１０円平成８年度

１５,８００円平成９年度

１５,５６０円平成１０年度

１４,９６０円平成１１年度

１４,３９０円平成１２年度

１３,８３０円平成１３年度

　

多
摩
川
の
ア
レ
チ
ウ
リ　

　

前
号
で
紹
介
し
た
「
狛
江
水
辺

の
楽
校
」
で
は
、
い
ま
ア
レ
チ
ウ

ど
前
に
日
本
へ
持
ち
込
ま
れ
た
外

来
植
物
で
、
１
本
の
ア
レ
チ
ウ
リ

か
ら
数
千
の
種
子
が
で
き
る
う
え
、

繁
殖
力
が
強
く
、
草
原
や
木
を
覆

い
尽
く
し
、
枯
ら
し
て
し
ま
い
ま

す
。
在
来
の
植
物
や
昆
虫
、
野
鳥

な
ど
の
生
息
さ
え
脅
か
し
、「
水
辺

リ
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ア
レ
チ
ウ
リ
は
、　

年
ほ

５０

の
楽
校
」
の
存
亡
に
関
わ
る
も
の
で

す
が
、
対
策
は
人
海
戦
術
で
一
本
一

本
抜
き
取
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業

に
、
大
勢
の
狛
江
の
小
学
生
が
参
加

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
６
月
は
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、
多
摩

川
沿
い
の
六
小
と
和
泉
小
の
児
童
が

体
験
学
習
と
し
て
、
ア
レ
チ
ウ
リ
駆

除
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ア
レ
チ
ウ

リ
は
、
秋
に
は
種
が
こ
ぼ
れ
落
ち
て

し
ま
う
の
で
、
今
月
が
勝
負
で　

日
１２

と　

日
の
日
曜
日
午
前　

時
か
ら
、

２６

１０

今
年
最
後
の
駆
除
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
「
水
辺
の
楽
校
」
に
は
、
一

小
が
自
然
体
験
教
室
と
し
て
、
三

小
で
は
地
区
班
の
活
動
と
し
て
参

加
す
る
な
ど
、
各
学
校
が
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
外
の

学
校
が
環
境
学
習
の
一
環
で
訪
れ

た
り
、
遠
く
岩
手
や
長
野
か
ら
視

察
に
見
え
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
紹
介
す
る
「
狛

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
多
摩
川
で

は
、
ア
レ
チ
ウ
リ
以
上
に
、
狛
江

の
子
ど
も
た
ち
や
市
民
が
根
づ
い

て
い
る
と
、
感
じ
る
で
し
ょ
う
。

江
水
辺
の
楽
校
」
新
聞
が
、

市
の
環
境
改
善
課
で
用
意

さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

�
�
�
�
�
�
�
�
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け
た
当
時
の
保
険
料
の
額
に
、
政
令

で
定
め
ら
れ
た
一
定
の
率
を
か
け
て

算
出
し
た
額
を
加
算
し
た
額
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
中
に
追
納
す

１６

る
場
合
の
保
険
料
は
、
別
表
の
と
お

り
で
す
。

皆さんの声を手紙・ファクス等でお寄せください。広聴ファクス� （３４８０） ８０８０

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受

け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
が

３
分
の
１
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

（
半
額
免
除
を
受
け
た
期
間
は
３

分
の
２
と
し
て
計
算
）。

　

そ
こ
で
、
将
来
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
満
額
の
年
金
を
受

け
る
た
め
に
免
除
期
間
分
の
保
険

料
を　

年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

１０

納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま

す
（
半
額
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

半
額
納
付
さ
れ
て
い
な
い
と
追
納

は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

追
納
す
る
保
険
料
の
額
は
、
２

年
以
上
経
過
す
る
と
、
免
除
を
受

�
�
�
�
�
�
�
�
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〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
〜

２６

１０

午
後
２
時〔
献
品
〕日
用
雑
貨
・
食
品
・

タ
オ
ル（
電
化
製
品
、
家
具
は
不
可
）

〔
受
付
期
間
〕　

日
�
〜　

日
�
正
午

１３

２５

〔
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

第
二
福
祉
作
業
所
�
（
３
４
３
０
）

４
４
２
２
へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
〜

２３

１０

午
後
３
時（
雨
天　

日
�
）〔
場
所
〕和

２６

泉
多
摩
川
自
由
ひ
ろ
ば
周
辺〔
内
容
〕

木
曽
馬
に
よ
る
引
き
馬
と
ふ
れ
あ
い

動
物
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
屋
台

な
ど
※
参
加
者
募
集
（
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
等
） 、小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
福
祉
ネ
ッ
ト
「
ナ
ナ
の
家
」

�
（
５
４
３
８
）
２
７
７
３
へ
。

▽
ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
公
演　

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
１
時　

１１

３０

分
・
３
時　

分
〔
出
演
〕
ハ
ッ
ピ
ィ

１０

吉
沢
さ
ん
（
パ
ン
ト
マ
イ
ム
等
）

▽
奥
多
摩
水
源
地
郷
土
芸
能
イ
ベ
ン

ト　
〔
日
時
〕　

日
�
午
前　

時
〜
午

１２

１１

後
２
時　

分
〔
内
容
〕
鹿
島
踊
り
、

３０

獅
子
舞
等

〔
問
い
合
わ
せ
〕
奥
多
摩
水
と
緑
の

ふ
れ
あ
い
館
�
０
４
２
８
（　

）
２

８６

７
３
１　

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
〜

２６

１１

午
後
３
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
内
容
〕
手
話
・
車
い
す
な

ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
社
会
福
祉

協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４

〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

６０

高
齢
者
等
で
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
方
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
方
を
除
く
〔
利
用
者
負
担
〕

１
日
当
た
り
２
８
０
円
。
食
事
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
４
９
０
円
、

送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
片

道　

円
加
算
〔
実
施
場
所
〕
こ
ま
え

４９
苑
（
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
）、む
べ

の
会
（
月
・
木
曜
日
）
※
利
用
は
週

２
日
以
内

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時　

１５

１０

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
ビ
ン
・
缶

１１

３０

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

広報こまえ　平成１６年（２００４年）９月１日　�

■
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー

催
　
し�

�

■
多
摩
川
乗
馬
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
こ

ま
祭
」

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
受
付
時
間
は

１５

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
５
月
生
ま
れ
の
乳
児〔
持
ち
物
〕

１６母
子
健
康
手
帳
・

問
診
票
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個

別
に
問
診
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
改
善
を
目

的
と
し
た
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
第

３
期
（　

〜　

月
実
施
）
の
参
加
者

１０

１２

を
募
集
し
ま
す
。

　

健
康
診
断
の
結
果
や
、
日
ご
ろ
の

食
生
活
・
運
動
な
ど
の
健
康
状
態
お

よ
び
体
力
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
医
師
が
総
合
判
定
し
個
人
の
状
態

に
合
わ
せ
た

運
動
計
画
が

作
成
さ
れ
ま

す
。
そ
の
計

画
に
基
づ
い

て
運
動
を
指

導
し
ま
す
。

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
対

象
〕　

歳
以
上
の
市
民
※
病
気
や
け

４０

が
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
目

的
の
利
用
や
、
心
疾
患
、
脳
血
管
障

害
な
ど
の
病
気
を
し
た
方
な
ど
、
身

体
の
状
態
に
よ
っ
て
は
参
加
い
た
だ

け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
〔
定
員
〕

各
コ
ー
ス　

人
（
平
成　

年
度
・　

１６

１４

１５

年
度
参
加
の
方
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
）〔
費
用
〕
１
回
２
０
０
円
〔
申

込
方
法
〕
９
月
３
日
�
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
に
健
康
課
窓
口
ま
た
は
電

話
で
受
け
付
け
※
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
午
後
３
時
か
ら
３
０
１
会
議

室
で
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。
結
果

は
当
日
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

�
�
�
�

�

�
��

�

�

���
�
�
�
�
�

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

■健康づくりセミナー

時　間曜　日コース

午前９時～１１時火・金曜日Ａ（週２回）

午後６時～８時火・金曜日Ｂ（週２回）

午前９時～１１時日曜日Ｃ（週１回）

午後１時～３時日曜日Ｄ（週１回）

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診 
療 
日
〕
５
日
・　

日
・　

１２

１９

日
・　

日
・　

日
・　

日

２０

２３

２６

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

■
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー（
第
３
期
）

教
　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

健
康
相
談

健
康
相
談�

健
康
相
談

健
康
相
談�

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２４

４
時　

分
〔
会
場
〕
調
布
市
総
合
福

３０

祉
セ
ン
タ
ー
〔
講
師
〕
横
地
房
子
さ

ん
（
都
立
神
経
病
院
神
経
内
科
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩

府
中
保
健
所
�
０
４
２
（
３
６
２
）

２
３
３
４
へ
。

　

現
在
介
護
を
し
て
い
る
方
、
在
宅

介
護
に
関
心
の
あ
る
方
、
お
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

〔
日
程
〕
別
表
〔
定
員
〕　

人
３０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
・
会
場
〕
▽
９
月
８
日
�
午

後
２
時
〜
４
時
、
狛
江
郵
便
局
▽　
１７

日
�
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
、

３０

１１

３０

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１ 

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
１
時　

１６

３０

分
〜
２
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
科
目
〕
内
科
・
整
形

外
科

〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
事
務
所
�

（
３
４
８
８
）
２
２
６
７

　

平
成　

年
度
基
本
健
康
診
査
（
市

１６

民
ミ
ニ
ド
ッ
ク
）
は
８
月　

日
�
を

２１

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
講
演
会
〜
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治

療
と
療
養
に
つ
い
て
〜

■
家
庭
介
護
者
教
室

■
狛
江
市
医
師
会
無
料
健
康
相
談

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談
〜
育

児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

■
検
診
終
了 お

知
ら
せ

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

■
奥
多
摩
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
イ

ベ
ン
ト

■
第　

回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

２４

お
知
ら
せ�

■
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
ま
せ
ん
か

■
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
会

■家庭介護者教室日程

講　　師内　　容会　場日　　時

島村奈津子さん（こま
え苑在宅介護支援セン
ター）

狛江市の福祉制度を学びましょう
～介護疲れにならないために～

あいとぴあ
センター

９月２１日�
午後１時３０分
　　　　～３時

賀川淑朗さん（健康運
動指導士）

介護は体力づくりから
～ストレッチでからだをほぐして～

９月２４日�
午前１０時～正午

難波眞さん（複合介護
施設和楽施設長）

施設見学および講話
（痴呆について）

上和泉地域
センターお
よび和楽

９月２７日�
午前１０時～正午

手塚順子さん（こまえ
正吉苑管理栄養士）介護者自身にも元気のでる食事を

あいとぴあ
センター

９月２８日�
午後１時３０分
　　　　～３時

粂真琴さん（慈恵第三
病院理学療法士）

介護技術を学ぶ―移動
～長続きする介護～

９月３０日�
午後１時３０分
　　　　～３時

野村明さん（成城内科
院長）

介護者の心強い相談者
～訪問診療～

１０月１９日�
午後４時
 　～５時３０分

小楠寿和さん（あいと
ぴあ在宅介護支援セン
ター社会福祉士）

参加者同士の意見交換１０月２１日�
午前１０時～正午



日
払
い
）〔
申
し
込
み
〕
９
月　

日
�

１７

ま
で
に
（
一
般
ま
た
は
新
人
戦
を
含

む
２
種
目
ま
で
申
し
込
み
可
）
体
育

協
会
�
（
３
４
８
０
）
６
２
１
１

（　

日
�
を
除
く
平
日
午
前　

時
〜

１６

１０

午
後
４
時
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
卓
球
連
盟
・
秋
元

�
（
３
４
８
９
）
４
５
５
９

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
・
予
備
日　

２６

１０

月
３
日
�
・　

日
�
〔
会
場
〕
男
子
・

１０

元
和
泉
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、女
子
・

東
野
川
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト〔
対
象
〕

市
内
在
住
・
在
勤
の
高
校
生
以
上
。

ペ
ア
の
う
ち
１
人
は
市
内
在
住
・
在

勤
者
〔
参
加
費
〕
１
人
１
�
５
０
０

円
（
協
会
員
は
１
�
０
０
０
円
）〔
申

し
込
み
〕　

日
�
ま
で
に
大
久
保
ス

１９

ポ
ー
ツ
店
�
（
３
４
８
９
）
４
１
６

６
（
�
・
電
話
申
込
不
可
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
横
川
�
（
３
４
８

９
）
０
７
２
５

〔
日
程
〕
９
月　

日
�
（
雨
天
決
行
）

２６

〔
集
合
〕
午
前
９
時　

分
ま
で
に
市

１０

民
総
合
体
育
館
〔
コ
ー
ス
〕
市
民
総

合
体
育
館
〜
野
川
遊
歩
道
〜
深
大
寺

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
で
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）、
身
障
者
参
加
可
（
介
護
者

同
伴
）、
個
人
ま
た
は
家
族
単
位
（
団

体
申
込
不
可
）〔
参
加
費
〕
１
人
２
０

０
円
〔
定
員
〕
１
２
０
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
体
育

協
会
�
（
３
４
８
０
）
６
２
１
１

（　

日
�
を
除
く
平
日
の
午
前　

時

１６

１０

〜
午
後
４
時
）へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
９
時
〜

１９

午
後
６
時
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育

館
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
・
在
ク
ラ
ブ
の
小
学
校
３
年
生
以

上
の
男
女
、
１
チ
ー
ム
４
人
制
▽
小

学
生
の
部
（
３
年
生
以
上
男
女
別
な

し
）
▽
女
子
の
部
（
�　

〜　

歳
�

１２

３９

　

歳
以
上
）
▽
男
子
の
部
（
�　

〜

４０

１２

　

歳
�　

歳
以
上
�
�
共
女
子
含

３９

４０

可
）〔
申
し
込
み
〕
１
日
�
〜
７
日
�

に
市
民
総
合
体
育
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
協
会
�
（
３

４
８
０
）
６
２
１
１
（
平
日
午
前　
１０

時
〜
午
後
４
時
）

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
開

２６

１０

始
（
雨
天　

月
３
日
�
）〔
会
場
〕
市

１０

民
ふ
れ
あ
い
広
場
〔
対
象
〕
市
内
在

住
・
在
勤
者〔
参
加
費
〕５
０
０
円〔
申

し
込
み
〕　

日
�
ま
で
に
体
育
協
会

１５

�
（
３
４
８
０
）
６
２
１
１
（
平
日

午
前　

時
〜
午
後
４
時
）

１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
・
浜
村
�
（
３
４
８

９
）
４
６
２
９
（
午
後
６
時
以
降
）

■
少
年
少
女
体
験
教
室

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
よ
う
」　
〔
日
時
〕

９
月　

日
�
午
前　

時
〜
正
午
〔
対

２５

１０

〔
日
時
〕
９
月
９
日
�
・　

日
�
午

１０

前　

時
〜
午
後
４
時
〔
会
場
〕
ビ
ン
・

１０
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー〔
参
加
費
〕

１
５
０
円
〔
持
ち

物
〕
古
ネ
ク
タ
イ

（
２
本
以
上
）・
古

着
物
・
残
布
・
古

服
な
ど
・
ミ
シ
ン
糸
・
縫
い
糸
・
裁

縫
道
具
・
裁
ち
ば
さ
み
・
紙
ば
さ
み
・

も
の
さ
し
・
筆
記
用
具
〔
定
員
〕
各

日
先
着　

人
１５

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
日

�
か
ら
清
掃
課
へ
。

〔
日
時
〕９
月　

日
〜　

月　

日（
全

２４

１２

１０

　

回
・
毎
週
金
曜
日
午
前　

時
〜
正

１２

１０

午
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
受
講
料
〕
２
�
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）〔
定
員
〕　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

市
社
会
福
祉
協
議
会
�（
３
４
８
８
）

０
２
９
４
へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
７
時
か

１６

ら
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
絹
山
�
（
３
４
８

０
）
６
７
９
２

〔
日
時
〕
９
月
５
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時
〔
会
場
〕
西
河
原
公
民
館

〔
内
容
〕
民
謡
（
ノ
ー
へ
節
・
斎
太

郎
節
）・
民
踊
（
が
ん
ば
れ
音
頭
・
狛

江
音
頭
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
市
邦
楽
連
盟
・

西
牧
�
（
３
４
８
９
）
８
６
７
３

〔
日
程
〕
別
表
〔
時
間
〕
午
前
９
時

〜
正
午
〔
対
象
〕
市
民
〔
定
員
〕
�

　

人
�　

人
（
多
数
抽
選
）〔
費
用
〕

１４

１０

４
�
０
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
（
１
コ
ー
ス
１
枚
）
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
の

月
と
コ
ー
ス
を
記
入
の
う
え
、９
月

８
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
０
１

―
０
０
１
５
猪
方
４
―　

―
１
狛
江

１３

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
（
３

４
８
８
）
６
７
３
５
へ
。

〔
日
程
・
会
場
〕
▽
９
月　

日
�
南

１３

部
地
域
セ
ン
タ
ー
▽　

日
�
中
央
公

１４

民
館
〔
時
間
〕
午
後

７
時
〜
８
時

〔
問
い
合
わ
せ
〕
調
布
警
察
署
�
０

４
２
４
（　

）
０
１
１
０

８８

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
９
時　

１２

３０

分
〜
午
後
零
時　

分
〔
会
場
〕
市
民

３０

総
合
体
育
館
〔
持
ち
物
〕
運
動
靴

（
上
履
き
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
粟
野
�
（
３
４
３

０
）
１
８
８
４
（
午
前
９
時
以
前
ま

た
は
午
後
５
時
以
降
）

〔
日
時
〕　

月
３
日
�
午
前
９
時
か

１０

ら
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館
〔
種

目
〕
個
人
戦
一
般
男
子
・
女
子
、　
４０

歳
以
上
男
子
・
女
子
、　

歳
以
上
男

５０

子
・
女
子
、　

歳
以
上
男
子
・
女
子
、中

６０

学
生
以
下
、
小
学
生
、
新
人
戦
男
子
・

女
子
（
市
の
大
会
で
３
位
入
賞
者
お

よ
び
新
人
戦
優
勝
者
を
除
く
）〔
対

象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

〔
参
加
費
〕
７
５
０
円
、
ジ
ュ
ニ
ア

お
よ
び
ホ
ー
プ
ス
は
３
０
０
円
（
当

�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）９月１日

公
民
館�

�

◎
西
河
原
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

ス
ポ
ー
ツ�

■
古
布
再
生
〜
ネ
ク
タ
イ
で
ベ
ス
ト

づ
く
り
〜

象
〕
小
・
中
学
生
〔
定
員
〕　

人
２０

〔
内
容
〕
地
域
ね
こ
を
テ
ー
マ
に
、

ク
イ
ズ
を
し
た
り
ね
こ
に
ふ
れ
た
り

楽
し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
〔
指
導
〕
狛
江
地
域
ね
こ
の
会

■
市
民
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
初
め
て
の
財

政
分
析
か
ら
財
政
白
書
づ
く
り
ま

で
」　
〔
日
時
〕
９
月　

日
〜　

月
１

２２

１２

日
（
全　

回
・
毎
回
水
曜
日
午
後
７

１０

時
〜
９
時
）〔
対
象
〕
成
人
男
女　

人
３０

〔
申
し
込
み
〕
２
日
�
午
前
９
時
か

ら■
子
ど
も
お
は
な
し
会　

１
日
・
８

日
・　

日
・　

日
・　

日
（
各
水
曜

１５

２２

２９

日
）
い
ず
れ
も
午
後
３
時　

分
か
ら

３０

（
４
歳
以
上
の
子
ど
も
）

■
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会　

９

日
�
〔
０
〜
１
歳
の
子
ど
も
と
保
護

者
〕午
前　

時　

分
〜　

時　

分〔
２

１０

３０

１０

４５

〜
３
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者
〕
午
前

　

時
〜　

時　

分

１１

１１

２０

■
西
河
原
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

〔
会
場
〕
２
階
幼
児
室
〔
時
間
〕
午

後
３
時　

分
か
ら
▽
２
日
�〔
絵
本
〕

３０

さ
ん
ぽ
の
し
る
し
〔
紙
芝
居
〕
は
ん

た
い
の
ま
ほ
う
つ
か
い
〔
折
り
紙
〕

ま
じ
ょ
▽
９
日
�〔
絵
本
〕ば
ば
ち
ゃ

ん
や
さ
い
が
い
っ
ぱ
い
だ〔
紙
芝
居
〕

た
い
ふ
う
が
き
た
〔
工
作
〕
バ
ッ
タ

▽　

日
�
〔
絵
本
〕
ノ
ッ
ク
が
と
ん

１６
と
ん
〔
お
は
な
し
〕
き
し
む
ド
ア

〔
工
作
〕
お
ば
け
や
し
き
▽　

日
�

３０

〔
絵
本
〕
コ
ッ
コ
さ
ん
の
か
か
し
・

タ
ン
ゲ
く
ん
〔
工
作
〕
か
か
し

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

午
後
３
時　

分
か
ら
▽
６
日
�
〔
お

４５

は
な
し
〕
３
枚
の

お
ふ
だ
〔
絵
本
〕

じ
ご
く
の
そ
う

べ
い
・
は
な
の
あ

な
の
は
な
し
▽

　

日
�
〔
絵
本
〕　

匹
の
ね
こ
・
ど

１３

１１

ろ
ん
こ
ハ
リ
ー
〔
お
は
な
し
〕
未
定

▽　

日
�
〔
絵
本
〕　

匹
の
お
つ
き

２７

１４

み
・
ゼ
ラ
ル
ダ
と
人
喰
い
鬼
〔
お
は

な
し
〕
未
定

◎
中
央
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■
市
民
ス
ポ
レ
ク
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

教
室

セ
ミ
ナ
ー�

〔日時〕９月１１日�午前
１０時・午後２時の２回上
 映（上映時間１０６分）
〔会場〕西河原公民館
〔入場料〕無料
〔問い合わせ〕公民館�
（３４８０）３２０１

〜
僕
の
受
験
で
家
中
が
ピ
リ
ピ
リ
鳴
っ
て
て
す
ご
く
ウ
ル
サ
イ
ん
だ
〜

■
西
河
原
映
画
会　

「
家

族

ゲ

ー

ム
」
〜
松
田
優
作
主
演
〜

■パソコン教室日程

木曜日午前�
パソコン

水曜日午前�
年賀／ワード
火曜日午後�

火曜日午前�
ワード

火曜日午前�
デジカメ

月曜日午前�
メール・ＩＴ
月曜日午前�

エクセル基本
７日・１４日・２１
日・２８日

入門・初級
６日・１３日・２０
日・２７日

年賀状作成
５日・１２日・１９
日・２６日

携帯電話
５日・１２日・１９
日・２６日

じっくり基本
５日・１２日・１９
日・２６日

撮影・画像処理
４日・１１日・１８
日・２５日

基本と演習
４日・１１日・１８
日・２５日

１０月

年賀状作成
４日・１１日・２５
日・２９日�

入門・初級
３日・１０日・１７
日・２４日

年賀状作成
２日・９日・１６
日・３０日

エクセル基本
２日・９日・１６
日・３０日

じっくり基本
２日・９日・１６
日・３０日

撮影・画像処理
１日・８日・１５
日・２２日

基本と演習
１日・８日・１５
日・２２日

１１月

エクセル応用
２日・９日・１６
日・２３日

入門・初級
１日・８日・１５
日・２２日

ワード応用
７日・１４日・２１
日・２８日

画像処理応用
７日・１４日・２１
日・２８日

じっくり基本
７日・１４日・２１
日・２８日

撮影・画像処理
６日・１３日・２０
日・２７日

楽しい応用
６日・１３日・２０
日・２７日

１２月

■
聞
こ
え
な
い
人
に
書
い
て
伝
え
る

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

■
狛
江
駅
北
口
・
市
民
の
会

■
民
謡
と
民
踊
の
講
習
会

■
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
市
民
卓
球
大
会

■
秋
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

■
第　

回
ス
ポ
レ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１５

大
会

■
第　

回
市
民
ス
ポ
レ
ク
ビ
ー
チ

１５

ボ
ー
ル
大
会

◎
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

図
書
館�

�

◎
中
央
図
書
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

◎
西
河
原
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
第　

回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

２４

大
会

■
秋
の
交
通
安
全
運
転
者
講
習
会



　広報こまえ　平成１６年（２００４年）９月１日　�

申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 と 時 間　相 談 名

事前予約制。相談日の１週
間前から産業生活課で受け
付け

弁 護 士毎週月・木曜日　午前９時～正午法 律 相 談

カ ウ ン セ ラ ー１日・１５日の各水曜日
午前９時～正午

カウンセリング
・ 心 の 相 談

国民生活金融公庫職員
商 工 会 経 営 指 導 員

１０日�　午前１０時～１１時５０分創 業 相 談

建 築 士８日�　午後１時～４時住 宅 相 談

事前予約制。産業生活課で
受け付け

ＯＡ機器メーカーＳＥなど今月はお休みです。パ ソ コ ン 相 談

カ ウ ン セ ラ ー８日・２２日の各水曜日　午前９時～正午女性悩みごと相談

午後１時から産業生活課で
受け付け。定員６人
※夜間相談は事前予約制

交 通 事 故 相 談 員７日・２１日の各火曜日　午後１時～４時交 通 事 故 相 談

宅地建物取引業協会２日�　午後１時～４時不動産取引相談

司法書士会調布支部
１３日�　午後１時～４時

登 記 相 談
夜間相談　２７日�　午後６時～８時

人 権 擁 護 委 員１６日�　午後１時～４時人権身の上相談

行 政 相 談 委 員１７日�　午後１時～４時行 政 相 談

土地家屋調査士会今月はお休みです。土 地 家 屋 調 査
測 量 登 記 相 談

行 政 書 士 会
調 布 支 部

７日・２１日の各火曜日　 午後１時～４時相続等暮らしの
書 類 作 成 相 談 夜間相談　１４日�　午後６時～８時

元 金 融 ・ 生 命 保 険
事 務 経 験 者６日�　午後１時～４時

ラ イ フ プ ラ ン

総 合 相 談

事前予約制。産業生活課で受け付け東京税理士会武蔵府中支部９日�　午後１時～４時
税 務 相 談 会場は同支部（エクレール調

布３階�０４２４-８８-５５５０）東京税理士会武蔵府中支部
毎週木曜日　午前１０時～正午
　　　　　　 午後１時～４時

産業生活課（午後３時まで）消 費 生 活 相 談 員月～金曜日
午前１０時～午後４時消 費 生 活 相 談

２階第１市民相談室三軒茶屋高年齢者
就 業 相 談 所毎月第２火曜日　午後１時～４時高 年 齢 者

し ご と 相 談

２階第１市民相談室保 護 司２２日�　午前１０時～午後３時更 生 保 護 相 談

直接２階第２市民相談室難 病 者 相 談 員１３日�　午前９時～正午難 病 者 相 談

福祉総合相談窓口

手 話 通 訳 士毎月第２水曜日　午前９時～正午聴覚障害者相談

母 子 自 立 支 援 員月～金曜日 午前９時～午後４時母子・女性相談

介 護 保 険 苦 情 相 談 員毎週火・木・金曜日　午後１時～４時介護保険苦情相談

市教育相談室（第二小学校
内）へ。幼児から中学生教 育 相 談 員月～金曜日 午前９時～午後４時３０分教 育 相 談

�３４３０-１４１１教 育 相 談 員月～金曜日 午前９時～午後４時３０分親と子の電話相談

直接保険年金課へ社 会 保 険 労 務 士毎週月・金曜日　午前９時～午後４時年 金 相 談

狛江市シルバー人材センター 電話予約制�３４８８-６７３５毎月第３月曜日　午後１時３０分高年齢者就業説明相談

収納課（市役所２階８番窓口）月～金曜日 午前８時３０分～午後５時市 税 納 税 相 談

９ 月 の 市 民 相 談

��
��

�����

５
年
前
に
結
婚
し
遠
方
で
暮
ら

す
息
子
あ
て
に
、
情
報
サ
イ
ト

利
用
料
請
求
の
は
が
き
が
送
ら
れ
、
１

週
間
以
内
に
連
絡
す
る
よ
う
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。
息
子
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
覚
え
は
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

業
者
に
連
絡
し
て
間
違
い
を
正
し
た
方

が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。（　

代
女
性
）

６０

こ
の
よ
う
な
は
が
き
に

よ
る
架
空
請
求
が
近
ご

ろ
流
行
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い

つ
利
用
し
た
か
詳
細
は
な
く
、
一
方
的

に
連
絡
が
な
い
場
合
は
調
査
費
用
や
延

滞
料
、
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
へ
の
掲
載
、

多
少
手
荒
な
回
収
を
し
ま
す
と
脅
し
の

よ
う
な
言
葉
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

何
の
こ
と
か
分
か
ら
ず
、
連
絡
し
て

み
る
と
、
理
不
尽
な
こ
と
を
言
わ
れ
結

局
払
わ
せ
ら
れ
た
り
、
払
っ
て
厄
介
払

い
を
し
た
は
ず
が
、
さ
ら
に
多
く
の
請

求
を
受
け
て
い
る
と
の
相
談
も
あ
り
ま

す
。

　

身
に
覚
え
の
無
い
請
求
に
は
毅
然
と

し
た
態
度
で
臨
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
な
業
者
は
何
ら
か
の
名
簿
を
入
手
し

て
大
量
に
発
送
し
て
い
る
の
で
、
連
絡

を
と
る
の
は
不
正
な
網
に
引
っ
か
か
り

に
行
く
よ
う
な
も
の
で
す
。
無
視
し
て

く
だ
さ
い
。

　

最
近
で
は
、
債
権
譲
渡
さ
れ
た
の
で

早
く
払
わ
な
い
と
訴
訟
に
な
り
本
人
確

認
の
調
査
や
裁
判
費
用
な
ど
高
額
に
な

る
と
の
は
が
き
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

債
権
譲
渡
は
、
業
者
が
顧
客
に
支

払
っ
て
も
ら
え
な
い
場
合
、
顧
客
に
こ

の
債
権
を
債
権
回
収
業
者
に
譲
渡
す
る

と
通
知
し
な
く
て
は
有
効
と
な
り

ま
せ
ん
。

　

す
な
わ
ち
、
突
然
、
債
権
回
収

業
者
か
ら
支
払
え
と
の
は
が
き
が

来
た
ら
、
そ
れ
は
架
空
請
求
と
考
え
て

よ
い
の
で
す
。

〔
相
談
場
所
〕
市
役
所
２
階
消
費
生
活

相
談
コ
ー
ナ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

�

架
空
請
求
ト
ラ
ブ
ル
急
増
中

�
��

�

エコルマホール主催公演
エコルマホール主催公演

�

狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
�
（
３
４
３
０
）
４
１
０
６

　エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前９時から午
後５時まで（電話予約でも取り扱っています） 。チケットぴあ、
ミュージックショップ森のうた、小田急ＯＸ狛江店宝くじ売場でも
チケットを取り扱っています。

好評発売中

■マレイ・ペレイア　ピアノ・リサイタル
　静かなる巨匠・ペレイアを聴く。それ
はまさに至福の瞬間。今、彼を聴かずし
てピアノは語れない。
１０月２０日�　午後７時開演
全席指定　５,５００円
※未就学児は遠慮ください。

■タンゴ・エモーション
　エンリケ・クッティーニ楽団による、
情熱的なそしてもの悲しい旋律にダンス
が絡む哀愁ただようアルゼンチン・タン
ゴの世界をお楽しみください。
１１月６日�　午後６時開演
全席指定　４,５００円
※未就学児は遠慮ください。

■細川たかし２００４熱唱！芸道三十年
　多くのヒット曲を有し、日本レコード
大賞はじめ数々の受賞に輝く細川たかし
がデビュー３０年を迎えた今年、抜群の歌
唱力と楽しいトークでステージを創りあ
げます。
９月１８日�　午後２時３０分開演・ 午後
６時３０分開演　全席指定　６,０００円
※未就学児は遠慮ください。

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日

時
〕
９
月　
１５

日
�
▽
Ａ
ク

ラ
ス
午
前　
１０

時
か
ら
▽
Ｂ

ク
ラ
ス
午
前

　

時
か
ら
〔
対
象
〕
１
歳
以
上
の

１１

乳
幼
児
親
子
〔
定
員
〕
各　

組
〔
申

３０

し
込
み
〕
１
日
�
か
ら

■
一
輪
車
検
定　
〔
日
時
〕　

日
�

１５

午
後
４
時
〜
４
時　

分
、　

日
�

３０

２７

午
後
３
時　

分
〜
４
時

３０

■
子
ど
も
映
画
会　
〔
日
時
〕
９
月

８
日
�
午
後
３
時
〜
４
時
〔
対
象
〕

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）
か
ら
〔
内

容
〕「
ゆ
う
か
ん
な
十
人
の
き
ょ
う

だ
い
」「
や
さ
し
い
ラ
イ
オ
ン
」

■
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕　

日
�

１５

午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対
象
〕
幼

３０

児
（
保
護
者
同
伴
）
か
ら

■
た
ん
ぽ
ぽ
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日

時
〕
９
月
８
日
�
▽
Ａ
ク
ラ
ス
午

前　

時
か
ら
▽
Ｂ
ク
ラ
ス
午
前　

１０

１１

時
か
ら
〔
対
象
〕
１
歳
以
上
の
幼

児
親
子
〔
定
員
〕
各　

組
〔
申
し

４０

込
み
〕
１
日
�
か
ら

■
歯
み
が

き
集
会　

〔
日
時
〕

９
月
７
日

�
午
前
９
時　

分
〜　

時
（
雨
天

３０

１１

決
行
）

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕
９
月　

日
１６

�
午
前　

時
〜　

時
（
雨
天
中
止
）

１０

１１
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◎
駄
倉
保
育
園

　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
４
４
１

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
狛
江
子
ど
も
の
家

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１


